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口内炎 ★ しびれ ★ 

食欲不振 ★★ 爪の変形 ★ 

下痢 ★ 色素沈着 ★ 

便秘 ★ 
におい・味覚の 

変化 ★ 

脱毛 ★ 起こりやすさの目安 

 ★   30％未満 

 ★★  30％～60％ 

 ★★★ 60％以上 

白血球減少 ★★★ 

血小板減少 

（出血傾向） 
★★ 

順序 輸液 作用薬 効果 時間 

① 
生理食塩液

100mL 
デキサート 吐き気止め 15 分 

② 
生理食塩液

100mL 
ペメトレキセド 抗がん剤 10 分 

③ 
生理食塩液 

50mL 
 

血管を洗い流す 

（炎症を予防） 
15 分 

合計 250mL 点滴時間 およそ40分 

※ 薬の量はあなたの体格(身長・体重)によって決まります。 

○発熱、咳、呼吸困難感（間質性肺炎の初期症状）等がありましたら、 

すぐにお知らせください。 

○感染予防を行ってください。（外出時のマスク着用、手洗いうがい等） 

○点滴中は、点滴が漏れていないか気をつけてください。 

○その他、何か変わったことがあったら、すぐにお知らせください。 

○3週間ごとに点滴をする予定です。 

○症状によって変更することがあります。 

★副作用予防にパンビタン末を毎日忘れずに服用してください。 

★副作用予防にメチコバール注射を9週間ごとに行います。 
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※ 副作用の出現の時期や程度には個人差があります。 
投与後1週間～2週間：白血球減少および好中球減少 

投与後3週間：血小板減少 

 

 今後の予定 

点滴 主な副作用 

 

注意点 

関西労災病院 薬剤部 


